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と

い

う
政
治
的
文
化
的
危

機
に

際
し

、

タ

ル

ム

ー

ド

学
の

再
構
築
と

い

う

古
典
的
テ

キ
ス

ト
読

解
の

営
み

が
、

危
機
へ

の

応

答
の

支
柱
に
な
っ

た

こ

と

が
示
さ
れ
た

。

　

各
自
の

発
表
の

後、

コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

小
田
よ
り、

ユ

ダ
ヤ
教
が
こ

れ

だ

け
の

危

機
を

記
録
し
、

そ
の

危
機
を

語
り
続

け
る

こ

と

が
で

き
た
こ

と
、

そ
れ

は
、

様
々

な
危
機
を
ユ

ダ

ヤ

教
、

ユ

ダ
ヤ

人
が

生

き
延
び

た

か

ら

こ

そ
可
能
で

あ
っ

た

わ

け
で

、

そ

の

生
命
力
へ

の

驚
嘆
が
示
さ
れ
た

上

で
、

ユ

ダ

ヤ

人
の

危
機
経
験
と
そ
の

克

服
の

記
憶
と

伝
承
が

内
容
の

面
、

伝
承
方
法
の

面
か
ら
、

他
宗
教
に

対
し
て

、

ど

の

よ

う
な
意
味
を
持
ち
う

る

か
、

と
い

う
重
要
な

問
い

か
け
が
あ
っ

た
。

そ
し

て
、

現
代
に
お

い

て

尚
、

こ

れ

ら

の

事
例
が

持
つ

意
味
が
問
わ
れ
た

。

こ

れ

に

対
し

て
、

第
二

神
殿
崩
壊
は

、

今
な

お
、

様
々

な

習
慣
の

中
で

追
体
験
さ
れ
、

ま
た

、

何

よ

り
も
ユ

ダ

ヤ

学
研
究
者
が

重
視
し
て

い

る

こ

と
、

ま
た
、

レ

ヴ
ィ

ナ

ス

ら

に

よ
っ

て

再
評
価
さ

れ
、

再
注
目
さ
れ
て

い

る
現
代
の

タ

ル

ム

ー

ド

学

の

ル

ー

ツ

に

東
欧
の

タ

ル

ム

ー

ド
学
の

再
興
が

あ
る

こ

と
、

な
ど

が

補
足

説
明
さ

れ
た

。

　

本
パ

ネ
ル

で

は
、

発

表
者
の

主

題
が
、

地
域

的
に

、

時
代
的
に
、

内

容

的
に

、

多
岐
に

わ
た
っ

て

し

ま
っ

た

点
が
反
省
さ
れ

る

が
、

同
時
に

、

分

散
化
し

が
ち
な

目
本
の

ユ

ダ

ヤ
教
研
究
に
お

い

て
、

ユ

ダ
ヤ

教
史
の

大
き

な
流
れ

の

中
で

各
自
の

研
究
を

位
置
づ

け
る

こ

と
も
で

き
た

。

現
代
社

会

へ

の

提
言
と
い

う
点
で

は
、

パ

ネ
ル

全

体
と
し

て

ま
と
ま
っ

た

見
解
に

は

至
っ

て

い

な
い

が
、

「

危
機
」

を

各
種
文
学
に

記
録
し、

し
か

も、

モ

ノ

で

は
な
い

「

記

憶
」

に

残
し
て

い

っ

た

こ

と
が

、

　一

つ

の

鍵
と
し

て

提
示

で

き
る

よ

う
に

思
わ
れ
る

。

こ

の

「

記
憶
」

に

残
さ

れ
、

集
積
し

て

い

っ

た
伝
統
が、

中

世
の

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

の

伝
統
解
釈
の

基
盤
に

な

り
、

近

現

代
の

ユ

ダ
ヤ

教
が

直
面
し
た
「

内

側
」

か
ら
の

危

機
を
乗

り
切
る

こ

と

に

な
っ

た
タ
ル

ム

ー

ド
学
再
興
の

原

動
力
に

も
な
っ

た
の

で

は

な
い

だ
ろ

う

か
。

中
で

も、

有
意
義
で

あ
っ

た
の

は、

小
田
か
ら
の

前
述
の

ユ

ダ
ヤ

教

の

危

機
経
験
の

克

服
が
他
の

宗
教
へ

果
た

す
役
割
に
つ

い

て

の

提
言
で

あ

る
。

こ

の

小
田
の

コ

メ

ン

ト
は

、

フ

ロ

ア

か
ら
も
深
い

賛
同
を
得
た

。

フ

ロ

ア

か
ら
の

「

ユ

ダ
ヤ
教
徒
の

過
去
の

危
機
と

経
験
を
ム

ス

リ
ム

に

も
伝

え
る
こ

と

が
で

き
る
の

で

は
な
い

か
」

と

い

う
提
言
も
含
め
て

、

従
来
と

は

異
な
る

新
し
い

宗
教
対
話
の

可

能
性
を

示
唆
し
て

い

る
。

今

後
の

ユ

ダ

ヤ
教
研
究
に

お
い

て、

各
自
が
意
識
し
て

い

き
た
い

視
点
で

あ
る

。

国
家
と

宗
教
団
体
の

葛
藤
の

中
で

　
　
　
　

戦
後
の

宗
教
法

制
度
と

宗
教
法
人

　

　
　
　
　
　

代
表
者

　
石
井
研
士

コ

メ

ン

テ

ー

タ
・

司
会

　
古
賀
和
則

戦
後
か

ら

沖
縄
本
土
復
帰
ま
で
の

宗
務
行
政
の

諸
問
題

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

石
井

　
研
士

　

そ
の

時
代
の

宗
教
団
体
の

あ
り
方、

ひ

い

て

は

そ
の

時
代
の

日
本
人
の

宗
教
性
は

、

宗
教
を
め

ぐ
る

法
制
度
に

よ

っ

て

大
き
な
制
約
を
受
け
て

き

た
。

　

戦
後、

宗
教
団
体
を

め
ぐ
る

法
制
度
は

大
き
く
変
化
し
た

。

ポ

ツ

ダ
ム

宣
言
受
諾
に

よ

る

終
戦
と
、

そ
の

後
の

連
合
国
占
領
軍
に
よ

る

統
治
下、
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総

司
令
部
（
GHQ

／
SCAP

）

に
よ

っ

て

発
せ

ら
れ
た、

い

わ
ゆ
る

人

権
指
令
に

よ
っ

て

宗
教
団

体
法
は

廃
止
さ
れ、

神

道
指
令
に

よ
っ

て、

「

信
教
の

自
由
」

の

十
全

な
施
行
と

共
に

、

神
杜
に

対
す
る

特
別
の

保
護

の

停
止、

神
道
施

設
の

公
的

機
関
か

ら
の

撤
去、

国

家
と
神
道
と

の

完
全

な

分
離
が

命
じ
ら
れ

た
。

昭

和
二

十
一

年
十
二

月
宗

教
団
体
法
に

代
わ
っ

て

勅

令
に

よ

り
宗
教
法
人

令
が

公
布
さ
れ
た
が、

大

幅
に

簡

素
化
さ
れ
自

由
化
さ
れ
た

宗
教
法
人

令
は

、

多
く
の

問
題
を
生
む
こ

と
と
な
り

、

昭
和

二

十
六

年
に

宗
教
法
人

法
へ

と
代
わ

っ

た
。

現

在
の

宗
教
団
体
に

関
す
る

基
本
的
な

法
律
は

宗
教
法
人

法
で

あ
り、

平
成
八

年
に

改
正
さ

れ

現
在
に

至
っ

て

い

る
。

　
と
こ

ろ

で
、

沖
縄
の

宗
教
法
人
が
宗
教

法
人

法
に

よ
る

宗
教
法
人
と
な

っ

た
の

は
、

宗
教
法
人

法
が

施
行
さ
れ
た

年
で

は

な
い

。

本
土
と

分
離
さ

れ
、

米
軍
に

よ

る

直
接
統
治
下
に

あ
っ

た

沖
縄
で

は
、

以
上
の

よ

う
な

法

制
度
上

の

改
革
は

適
応

さ
れ

ず
、

宗
教

法
人
は

昭
和
十
四

年
に

施
行
さ
れ

た

宗
教
団
体
法
に

よ

る

法
人
と
し

て

存
続
し

て

い

た
。

そ
の

結
果、

沖
縄

の

宗
教
法
人
は
、

宗
教
法
人
令
を

経
験
す
る

こ

と
な

く、

沖
縄
の

復
帰
に

伴
う
特
別
措
置
に

関
す
る

法
律
（
昭

和
四

十
六

年
十
二

月
三

十
一

日

法
律

第
百
二

十
九
号）

に

よ

っ

て
、

は

じ

め

て

宗
教
法
人

法
上

の

法
人

と

な
っ

た
。

同
時
に
、

琉
球
政
府
が

保
管
し

て

い

た

神
社
明
細
帳
に

記
載
さ

れ

て

い

る

神
社
も
宗

教
法
人
と

な
っ

た
。

　
法
制
度
は
、

た

だ
法
律
と

し
て

存
在
す
る

の

で

は

な
く、

個
々

の

事
例

に
適
応
さ
れ
て

、

実
際
に

効
力
を

発
揮
す
る

。

そ
う
し
た

際
に、

法
律
を

運
用
す
る

行
政
の

あ
り
方
は

重
要
な
意

味
を

持
っ

て

い

る

と
い

う
こ

と

が

で

き
る

。

　
大
正
二

年
に

内
務
省
の

宗
教
局
を

廃
し

て

文
部
省
に

宗
教
局
が

設
置
さ

れ
て

か
ら
平
成
二

十
五
年
で

百

周
年
を
迎
え
る

。

行
政
は
、

宗
教
法
人
制

度
の

適
正
な
運
用
と
、

宗
教
法
人
の

適
正
な
管
理
運
営
を

確
保
す
る

た

め

に、

宗

教
法
（
現

在
は
宗
教

法
人

法）

に

則
っ

て、

現

実
の

具
体
的
な
問

題
に

適
応
し
て

い

く
。

　
ま
た、

昭

和
二

十
三

年
に

総

司
令
部
の

意
向
に

よ
り

宗
務
行
政
を
担
当

す
る

宗

務
課
が

廃
止
を
余

儀
な

く
さ
れ
た

際
に

、

存
続

を
強
く
働
き
か
け

た
の

は

当
時
の

宗
教
界
で

あ
る

。

総
司

令
部
は

、

宗
教

法
人
法
設
立
の

際

に
、

広

く
宗
教
界
の

意
見
を

取
り
入
れ
る
べ

く

集
会
を

開
い

た

が、

内
容

に

関
す
る

積
極
的
な

発
言
は
一

切
起
こ

ら

ず
、

信
教
の

自
由
を
強
く
進
め

る

総
司

令
部
を

落
胆
さ

せ
る

こ

と
に

な
っ

た
。

　

戦
後
の

信
教
の

自
由

、

政
教

分
離
の

中
で

、

必

ず
し

も
自
主
的
自
律
的

に

そ
れ
ら

を

維
持
発
展
さ
せ

よ

う
と
し

な
い

宗
教
界
と

法
律
と
の

狭
間
で

果
た

し
た

宗
務
行
政
の

役
割
は

大
き
い

。

　

本
発
表
は
、

科
学
研
究
費
補
助
金

事
業
「

戦
後
の

宗
務
行
政
が
実
施
し

た

調
査
の

実
態
解
明
と

宗
教
団
体
に

及
ぼ

し

た

影
響
の

研
究
」

の

成
果
の

一

部
で

あ
る
。

戦
後
の

法
制
度

、

宗
務
行
政
が

宗
教
団
体
や
我
々

日

本
人

の

宗
教
性
に

ど

の

よ

う
な

影
響
を

及
ぼ

し

た

の

か

考
察
す
る

こ

と

を
目
的

と

し
た

も
の

で

あ
る

。

　
パ

ネ
ル

で

は
、

石
井
研
士
が

戦
後
か

ら

沖
縄
が

復
帰
し
た

ま
で

の

法
制

度
の

変
化
と

宗
教
行
政
が

抱
え
て

い

た

諸
問
題
を

扱
い
、

そ
の

後、

中
野

毅
が

沖
縄
の

占
領
下
で

の

「

宗
教
団
体
法
」

の

施
行
状
況
と

推
移
に

つ

い

て
、

大
澤
広
嗣
が

ア

メ

リ
カ

軍
施
政
下
に

お

け
る

琉
球
政
府
の

立

法
院
で

審
査
さ

れ
た

宗
教
法
人
法
参
考
案
に

つ

い

て
、

村
上

興
匡
が
本
土

復
帰
に

よ

る

墓
地

、

埋

葬
等
に

関
す
る

法
律
の

適
用
に

よ
っ

て

生
じ
た
諸

問
題
と

沖
縄
墓
地
行
政
の

現
代
的
課
題
に
つ

い

て

検
討
す
る

。
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